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東野裕司
（清和会理事長）

岸田内閣総理大臣

医療法人清和会は、令和 5年安全功労者内閣総理大臣表彰
を受賞いたしました
安全功労者内閣総理大臣表彰は、毎年７月１日を「国民安全の日」とし、「国民の一人ひとりがその生活
のあらゆる面において、施設や行動の安全について反省を加え、その安全確保に留意し、これを習慣化
する気運を高め、産業災害、交通事故、火災等国民の日常生活の安全を脅かす災害の発生の防止を図る」
という趣旨に基づき、行われているものです。

当法人では、長年にわたり地域医療への貢献に努め、広範囲に様々な福祉サービスを
シームレスに提供していることが評価され、消防関係（個人 3名、団体 3団体）から
医療法人清和会が受賞となりました。
2023 年 7月 3日（月）、総理大臣官邸で表彰式が行われ、医療法人清和会の代表とし
て理事長 東野裕司が出席し、表彰を受けました。
今後も火災予防活動及び火災予防思想の普及に努めてまいりたいと思います。

昭和 22年 12 月に東野診療所として開業後、昭和 32年 11 月から現在地に移転。昭和 51年 7月に現在の医療法人清和会を設立。長年
にわたり、地域医療への貢献に努めるとともに、広範囲に様々な福祉サービスをシームレスに提供している。具体的には、地域交流推
進室の設置や、地域交流誌「たいざんぼく」、「なかま」等の発行など、地域住民に寄り添った各種事業を展開。こうした活動を通じて、
防火・防災について地域住民との協働による防火・防災体制の確立に貢献している。また、平成 10年 5月の熊本市防災協会の設立時
から協会員として、今日に至るまで防火・防災思想の啓発活動にも積極的に参加している。令和 2年 7月豪雨では、ＪＭＡＴとして 7
月 29日に人吉市の中原小学校体育館、スポーツパレスの 2箇所で避難所の環境確認や感染症対策などの活動を行っている。

表彰式にて
左：東野孝治理事長代行、右：東野裕司理事長

医療法人清和会　「安全功労者内閣総理大臣表彰」功績概要
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ありずみ　　ゆういち

水前寺とうや病院
整形外科部長

骨
粗
鬆
症
に
な
っ
て
も
痛
み
は
な
い
の
が
普
通
で

す
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
外
力
で
も
骨
折
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
骨
折
が
生
じ
や
す
い
部
位
は
背
骨

（
脊
椎
椎
体
骨
折
）、
手
首
の
骨
（
橈
骨
遠
位
端
骨

折
）、
太
も
も
の
付
け
根
の
骨
（
大
腿
骨
近
位
部

骨
折
）
な
ど
で
す
。

骨
折
す
る
と
そ
の
部
位
が
痛
く
な
り
動
け
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
背
骨
が
つ
ぶ
れ
た
後
に
背
中
が
丸

く
な
っ
た
り
腰
が
曲
が
っ
た
り
し
て
、
消
化
器
や

呼
吸
器
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
は
女
性
に
多
く
、
主
に
閉
経
後
の
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

他
に
は
老
化
や
遺
伝
的
な
体
質
、
偏
食
や
極
端
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
喫
煙
や
過
度
の
飲
酒
、
家
の
中
に

閉
じ
こ
も
り
外
出
し
な
い
生
活
習
慣
な
ど
が
原
因

に
な
り
ま
す
。
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、
副
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
や
、
胃
の
切
除
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
長
期
服

用
な
ど
も
原
因
に
な
り
ま
す
。

症
状

原
因

と
う
こ
つ
え
ん
い
た
ん

Ｘ
線
検
査
と
骨
密
度
検
査
で
診
断
し
ま
す
。
骨
密

度
を
測
定
す
る
た
め
に
は
Ｄ
Ｘ
Ａ（
デ
キ
サ
）
法
、

超
音
波
法
な
ど
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

診
断

骨
粗
鬆
症
は
予
防
が
大
切
な
病
気
で
、
運
動
と

食
事
（
栄
養
）
が
そ
の
基
本
で
す
。
ま
ず
第
一
に
、

成
長
期
に
骨
量
を
十
分
に
増
加
さ
せ
て
高
い
最

大
骨
量
を
獲
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

予
防

骨
吸
収
抑
制
剤
、
骨
形
成
促
進
剤
、
ホ
ル
モ
ン
剤

や
各
種
ビ
タ
ミ
ン
（
Ｄ
、Ｋ
）
剤
な
ど
の
中
か
ら
、

状
態
に
合
わ
せ
て
選
択
し
ま
す
。
骨
折
し
た
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
治
療
が
必
要
で
す
。

治
療

ひ
と
た
び
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
が
生
じ
る
と
、

そ
の
後
の
骨
折
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
の
早
期
発
見
に

は
、
定
期
的
に
骨
密
度
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
お

す
す
め
で
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
も
、

骨
粗
鬆
症
の
予
防
や
治
療
は
重
要
で
す
。

（
参
考
資
料
：
患
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
整
形
外
科
シ
リ
ー
ズ
１
」

／
日
本
整
形
外
科
学
会
）

日本整形外科学会 認定整形外科専門医

骨
の
中
で
は
、
古
く
な
っ
た
骨
が
吸
収
さ
れ
て
新

し
い
骨
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
骨
吸
収
が
骨

形
成
よ
り
も
盛
ん
に
な
る
と
骨
が
ス
カ
ス
カ
に

な
っ
て
き
ま
す
。

せ
き
つ
い
つ
い
た
い

だ
い
た
い
こ
つ
き
ん
い
ぶ

有住　裕一
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リハビリリハビリだよりだより

体
重
を
片
脚
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
両
脚
立
ち

の
倍
の
負
荷
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
骨
を

強
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
転
倒
予
防
に
も
な
り

ま
す
。

ス
ク
ワ
ッ
ト
と
は
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
運
動
で
す
。

高
齢
者
に
対
し
て
推
奨
さ
れ
る
運
動
の
一
つ
と

し
て
も
厚
生
労
働
省
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
片
脚
立
ち
も
同
様
）。

こ
の
運
動
は
太
も
も
の
筋
肉
を
強
く
し
、
加
齢
に
伴
う
骨
密
度
低
下
を
遅

ら
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
体
力
に
自
信
が
な
い
方
で
も

開
始
で
き
る
や
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
腕
を
大
き
く
振
り
な

が
ら
、
す
こ
し
大
股
で
歩
く
こ
と
で
す
。

い
つ
も
よ
り
早
い
速
度
で
歩
く
と
、
身
体
に
か
か
る
負
荷
が
大
き
く
な
る

た
め
、
骨
粗
鬆
症
予
防
に
有
効
で
す
。

㎝

【
ス
ク
ワ
ッ
ト
】

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

【
片
脚
立
ち
】

の

提供元：クロスワード .jp

【タテのカギ】
② キク科の多年草。独特の香りを持つ。もち草。 
③ 地下のくきや根に、でんぷんなどをたくわえて、
太くふくらんだもの。

④ 夜、船の目印になるように強い光を出して、船
の安全を守る設備。 

⑤ 離れた所に立てた棒などに輪を投げてはまるか
どうかを競う遊び。

⑥ 睡眠中に本当の出来事のように頭にうかぶもの。
将来の希望。

⑧ お茶うけやおやつなどにする間食用の食べ物。
あめ玉、まんじゅう、ケーキなど。 

【ヨコのカギ】
① 夏の初め、初夏、仲夏、晩夏の始まりの季節で
入梅前をいう。

④ 親しい仲間。
⑤ 日本在来のウシおよびその改良種。国内産の食
用牛肉。

⑦ 夏の川や池で良く見られる。体長４cm
くらいの小さな魚。群れをなして泳ぐ。

⑨ 木をくりぬき、歯を作りつけにし、台部
に３つの穴をあけて鼻緒をすげた履物。

⑩ 手で持てるくらいの岩の小さいもの
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ま
し
た
。

１
７
５
２
年
に
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
の
凧
揚
げ
実
験
に
よ
り
雷
が
電
気
現

象
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
古
来
大

和
で
は
雷
は
神
様
が
鳴
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て

お
り
、
神
鳴
り
と
呼
ば
れ
、
人
は
雷
に
畏
敬

の
念
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
安
時
代
、
今
で
は
学
問
の
神
様
と
讃
え

ら
れ
る
菅
原
道
真
は
、
藤
原
時
平
の
策
略
に

嵌
ま
り
京
都
か
ら
太
宰
府
へ
左
遷
さ
せ
ら
れ

た
話
は
有
名
で
す
が
、
道
真
の
都
落
ち
後
に

都
で
は
時
平
や
皇
子
の
急
死
、
疫
病
の
流

行
、
宮
殿
へ
の
落
雷
な
ど
災
い
が
続
い
た
そ

う
で
す
。
都
で
は
雷
は
道
真
の
怒
り
、
祟
り

と
恐
れ
ら
れ
、
道
真
を
雷
神（
天
神
）さ
ま
と

崇
め
、
京
都
北
野
の
地
に
お
祀
り
し
ま
し
た

（
現
在
の
北
野
天
満
宮
で
す
）。
因
み
に
雷
鳴

が
轟
く
と
き
に『
く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら
』と
時

代
劇
等
で
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
道
真
の

住
ま
い
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る『
桑
原
』の
地
に

落
雷
が
無
か
っ
た
事
に
由
来
す
る
そ
う
で
す

（
諸
説
あ
り
）。

江
戸
初
期
に
三
十
三
間
堂
の
風
神
雷
神

像
を
モ
デ
ル
に
俵
屋
宗
達
が
描
い
た
風
神
雷

神
図（
屏
風
）は
世
界
的
に
有
名
で
人
気
の
あ

る
日
本
絵
画
で
す
。
後
に
彼
を
祖
と
す
る
琳

派
の
面
々
は
風
神
雷
神
を
モ
チ
ー
フ
に
尾
形

光
琳
の
紅
白
梅
図
屏
風
、
酒
井
抱
一
の
夏
秋

草
図
屏
風（
裏
面
に
は
尾
形
光
琳
の
風
神
雷

神
図
の
模
写
が
描
か
れ
て
い
ま
す
）へ
と
流
派

は
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

・
・
・

○
古
来
の
言
い
伝
え
の
証
明

第 63 回

さ
て
、『
雷
の
多
い
年
は
豊
作
に
な
る
』と

古
来
よ
り
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
奈
良

時
代
の
日
本
書
紀
に
は
雷
電
に
イ
ナ
ツ
ル
ヒ

の
ル
ビ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
稲
と
雷
の
関
係

性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
稲
が
開

花
し
結
実
す
る
夏
か
ら
初
秋
か
け
て
雨
に
伴

い
雷
が
よ
く
発
生
し
、『
稲
穂
は
雷
に
感
光

す
る
こ
と
で
実
る
』と
い
う
信
仰
が
生
ま
れ
、

雷
を
稲
と
関
連
付
け
て 「
稲
の『
つ
ま（=

配

偶
者
）』」と
解
し
、「
稲
妻
」（
い
な
づ
ま
）、

あ
る
い
は「
稲
光
」（
い
な
び
か
り
）と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（W
ikipedia

よ
り
）。

古
来
の
言
い
伝
え
は
正
し
い
の
か
？
近
年

の
知
見
に
よ
る
科
学
的
証
明
が
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
県
柏
崎
原
発
所

内
に
設
置
し
て
あ
る
放
射
線
観
測
装
置
は
、

放
射
能
漏
れ
を
監
視
し
て
い
る
の
で
す
が
、

２
０
０
０
年
初
頭
に
放
射
能
漏
れ
と
は
無

関
係
に
冬
期
に
放
射
線
量
が
増
え
る
現
象
に

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
着
目
し
た
東
大
理

学
系
研
究
科
物
理
学
専
攻
グ
ル
ー
プ
は
独

自
に
冬
の
日
本
海
で
観
測
を
行
い
、
２
０
０

７
年
に
雷
雲
よ
り
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
γ
線
が

放
射
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

何
故
、
冬
の
日
本
海
だ
っ
た
の
か
？
熊
本

も
そ
う
で
す
が
、
夏
の
雷
は
上
昇
気
流
に

伴
っ
て
形
成
さ
れ
る
積
乱
雲
に
由
来
し
ま

す
。
雷
の
源
は
静
電
気
の
蓄
積
で
す
が
、
積

乱
雲
の
場
合
、
地
上
か
ら
数
千
m
の
高
位
置

長
か
っ
た
梅
雨
も
過
ぎ
、
太
平
洋
高
気
圧

が
幅
を
利
か
す
夏
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今

年
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
熱
中
症
対

策
に
は
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

熊
本
の
夏
と
言
え
ば
入
道
雲
、
夕
立
、

雷
？
で
す
が
、
以
前
僕
の
住
ん
で
い
た
弘
前

市
で
は
、
雷
は
冬
の
定
番
で
し
た
。
稲
妻
の

閃
光
、
轟
く
雷
鳴
は
自
然
の
驚
異
を
感
じ
る

瞬
間
で
、
殊
に
夜
の
閃
光
は
、
恐
怖
心
を
煽

ら
れ
ま
す
。
幼
い
時
分
は
、
ド
リ
フ
タ
ー
ズ

の
コ
ン
ト
が
影
響
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

雷
は
天
空
で
鬼
が
暴
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

○
古
来
大
和
で
の
雷 雷の多い年は豊作になる

こ
と

に
な
り
ま
す
。
逆
に
日
本
海
側
で
は
冬
期
に

雷
が
発
生
す
る
事
が
多
く（
石
川
県
は
日
本

一
の
雷
県
で
す
。
ア
リ
ス
の「
冬
の
稲
妻
」、

懐
か
し
い
で
す
ね
）、
対
馬
海
流（
暖
流
）の

上
に
シ
ベ
リ
ア
寒
気
団
が
入
る
こ
と
で
上
昇

気
流
が
発
生
し
ま
す
。
た
だ
周
囲
の
気
温
が

低
い
た
め
雲
の
位
置
は
地
表
面
か
ら
１
０
０

０
ｍ
と
低
く
、
地
上
か
ら
の
観
測
に
適
し
て

い
た
の
で
す
。

原
子
物
理
学
の
世
界
で
私
の
理
解
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
雷
雲
の
な

か
で
は
小
規
模
な
原
子
核
反
応（
光
核
反

応
）が
起
こ
っ
て
お
り
、
中
性
子
、
電
子（
マ

イ
ナ
ス
）、
陽
電
子（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
）が
絡
み

・
・ガ

ン
マ

夏の雷雲
（積乱雲）

冬の雷雲

気温：高

負極性
下向き落雷 負極性

下向き落雷

季節風（寒気）
気温：低

負極性
上向き落雷

北からの寒気
海流（暖流）

上昇気流
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外観イメージパース

○
雷
の
謎

合
う
際
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
γ
線
が
放
射
さ

れ
る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た（
詳
細
は『
雷

が
引
き
起
こ
す
原
子
核
反
応‐

冬
の
北
陸
が

舞
台
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
気
物
理
学‐

』を

ご
参
照
下
さ
い
。Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
）。

雷
雲
で
起
こ
る
原
子
核
反
応
の
中
心
と
な

る
元
素
は
大
気
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
窒

素
で
す
。
こ
の
窒
素
が
雷
放
電
の
際
に
空
気

中
の
酸
素
と
結
び
つ
い
て
窒
素
酸
化
物
と
な

り
、
地
表
に
降
り
注
ぎ
ま
す
。
窒
素
酸
化
物

は
植
物（
稲
）の
糧（
肥
料
）と
な
り
、
成
長
を

促
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
春
先
、
昭
和
の
田
園
は

レ
ン
ゲ
ソ
ウ
で
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
レ
ン

ゲ
は
マ
メ
科
の
植
物
で
、
根
に
根
粒
菌
が
自

生
し
て
い
ま
す
。
根
粒
菌
が
空
気
中
の
窒
素

を
窒
素
酸
化
物
に
変
換（
窒
素
固
定
）す
る

こ
と
で
痩
せ
た
田
を
肥
沃
な
田
に
変
え
る
た

め
に
人
が
植
え
付
け
た
も
の
で
す
。
レ
ン
ゲ

ソ
ウ
の
役
割
を
実
は
雷
も
担
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
生
物
に
よ
る
窒
素
固
定（
根

粒
菌
な
ど
）は
年
間
1.8
億
ト
ン
と
さ
れ
る
一

方
で
、
雷
に
よ
る
窒
素
固
定
が
年
間
0.4
億
ト

ン
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
バ
カ
に
出
来
な
い

量
の
自
然
の
肥
料
で
す
。
た
だ
今
で
は
収
量

重
視
の
合
成
肥
料
が
主
流
で
、
何
と
も…

で

す
が
。

雷
は
私
達
に
恐
怖
を
与
え
、
山
火
事
や

文
化
財
焼
失
の
誘
因
と
も
な
り
ま
す
。
た
だ

未
だ
解
明
で
き
て
い
な
い
謎
も
多
く
、
生
物

進
化
へ
の
関
与
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
稲

妻
は
そ
の
時
の
条
件
で
色
々
な
表
現
形
を
示

し
、
写
真
家
の
題
材
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

雷
の
発
す
る
γ
線
は
、
宇
宙
方
向
へ
も
発
せ

ら
れ
て
お
り
、
高
高
度
へ
の
赤
や
青
の
発
光

現
象（gigantic jet

な
ど
）も
観
測
さ
れ
て

お
り
、
研
究
者
の
興
味
は
尽
き
な
い
よ
う
で

す
。
雷
も
裏
の
顔
を
知
れ
ば
、
違
っ
た
見
方

が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
で
も

落
雷
に
は
呉
々
も
御
注
意
を
!!
く
わ
ば
ら
く

わ
ば
ら
。

TOHYA NEWS

介護老人保健施設（入所）

短期入所療養介護事業所（ショートステイ）

通所介護事業所（デイサービス）

定員：72人（内、個室 8室、４人部屋 16室）

定員：空床利用型

定員：70人

超強化型老健施設（厚生労働省が定める要件を満たした在宅
復帰や在宅支援機能が高い施設。当施設は2019年4月より。）
としてご利用者の在宅復帰や在宅支援を目指した、自立支援
と看取り支援の介護サービスを提供します。

医療への依存度やリハビリが必要なご利用者とレスパイトケ
ア（ケアの一時休止・休息）が必要なご家族に対応し、生活
支援や身体介護等のサービスを提供します。

ご自宅で暮らす要支援・要介護者を対象にした通いの場です。
自立した日常生活を末永く送れるよう、生活機能（入浴・食
事・排泄等）の維持向上を目指し、自立支援・機能訓練・生
活相談等を行う事で、ご利用者やご家族に寄り添った介護
サービスを提供します。

２
・
３
Ｆ

１
Ｆ
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トマトとナスを苗から植え、みんなで
愛情込めて育てましたよ～♪

だより
シルバーピア

ポジショニングとは、クッションなどを活用し、

体重移動が難しく、姿勢を保つこと・変える

ことが困難な方の姿勢管理を見直し、安定し

た姿勢と活動を支援する環境を作ることで、

床ずれ、拘縮など二次的な問題を改善・維持・

予防し、安全で快適な姿勢を保持していくこ

とです。

今回、株式会社ケープ 福岡営業所より宮石康氏をお招きし、ポジショニング

の講習をしていただきました。スタッフの一人が実際にベッドに横たわり、

基本的なクッションの当て方や体位変換の方法を実践的に学びました。

感染症の対策も緩和される中で、久しぶりに外部の講師を招いて、画面越し

でない体感的な研修が出来たことは、よい刺激になりました。今後も様々な

研修を実施し、利用者さまへのサービス向上に努めてまいります。
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地域
交流
推進室

健軍校区にある6町内湖東公民館で、水前寺とうや病院の
外村洋一医師による健康講話が開催されました。
今回は、「心臓病のお話」の内容で、
○寝たきりになりやすい脳梗塞と脳出血の最大の危険因
子は高血圧である
○高血圧にならない為には、減塩と運動・飲酒を避け生
活習慣の見直しが大切
など、地域参加者の方も熱心に聴かれていました。
血圧値や心電図検査につい
て沢山の質問があがり、
「今日は先生のお話が聴け
てとてもよかった」と感想
を述べられ、とても有意義
な時間となりました。

健軍２町内健軍本町公園憩いの家において、シル
バーピア水前寺リハビリテーション部による「尿
漏れ対策のお話と体操」についての講話が開催さ
れました。
排尿のメカニズムと尿漏れの原因についてのわか
りやすい内容のお話と、自宅でできる対策と筋力
アップ運動を行いました。参加者の方も意欲的に
取り組まれ、笑いあり、元気あふれたサロンとな
りました。
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医療法人清和会

地域交流推進室

特定施設 シルバーピアグランド通り

〒862-0951 熊本市中央区上水前寺 1 丁目 6-5

在宅ステーション水前寺

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問看護事業所

水前寺とうや病院

診療科目

受付時間

診療時間

TEL 096-384-2288

シルバーピアグランド通り内

TEL 096-384-3399

1. 患者さまの権利と意思を尊重したチーム医療を提供します

2. 保健 ・ 医療 ・ 福祉が一体となった地域に信頼される病院を
目指します

3. 技術知識の習得と質の高い保健 ・ 医療 ・ 福祉サービスを 
提供します

4. 健全なる経営活動と安定した経営基盤を構築します

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重　理念

基本方針

１.良質な医療を受ける権利

２.選択の自由の権利・セカンドオピニオンを求める権利

３.自己決定の権利

４.代行者による権利

５.情報に対する権利

６.機密保持を得る権利

７.健康教育を受ける権利

８.尊厳を得る権利

９.宗教的支援に対する権利

患者さまの権利

（サービス付き高齢者向け住宅）

水前寺とうや病院併設

休 診 日 土曜午後 ・ 日曜 ・ 祝日　※第 2 ・ 4 土曜は休診

8 ： 30 ～ 11 ： 30

9 ： 00 ～ 12 ： 00

平成とうや病院
内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・ 脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市南区出仲間 8 丁目 2-15〒862-0963

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 92 号　〈発行日〉 2023 年 7 月 25 日　〈発行〉 医療法人清和会 （水前寺） 広報部会

特別養護老人ホーム シルバーピアさくら樹

シルバーピア東町 デイサービスセンター

社会福祉法人百八会

TEL 096-365-5533

TEL 096-285-4800

～ Ｆor Ｙou あなたのために ～

内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・

脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市中央区水前寺 5 丁目 2-22〒862-0950

TEL 096-384-3119

TEL 096-384-5580

TEL 096-384-2771

TEL 096-386-0020

老人保健施設 シルバーピア水前寺

TEL 096-284-1025

〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 20-25

熊本市東区東町 3 丁目 6 番  県営東町団地 22 号棟 1 階〒862-0901

熊本市東区佐土原 3 丁目 12-26〒862-0916

https://www.tohya.or.jp/

TEL 096-379-0108

医療法人清和会

13 ： 00 ～ 16 ： 00

13 ： 30 ～ 17 ： 00

とうや医療福祉グループ

A CB
ウ ナ ギ

1 2 3

6

9
B

5

8

10

A

7
C

4

シ ヨ カ 　 イ

　 モ 　 ト モ

ワ ギ ユ ウ 　

ナ 　 メ ダ カ

ゲ タ 　 イ シ

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

【水前寺とうや病院 外来担当医師表】 2023 年 7 月 25 日現在
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